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第１章　はじめに

このマニュアルは、ＡＳ－８３１０の使い方を説明するものです。ご使

用の前に、必ず最後迄お読みください。

ただし、使用しているアークネット・コントローラＣＯＭ２００２０Ｂ

の詳細については、東洋マイクロシステムズ株式会社発行の日本語データシ

ート「ＣＯＭ２００２０Ｂ Ｒｅｖ．２．１」を参照してください。また、

弊社の「ＡＲＣＮＥＴ（ＣＯＭ２００２０Ｂ）概要書」を参照してください。

１・１　概要

ＡＳ－８３１０は、ＩＳＡバス・システムでローカル・エリア・ネット

ワーク（ＬＡＮ）を構築できるアークネット・カードです。

アークネットのメディア・アクセス制御は、改良型トークン・パッシン

グ方式ですから、一定時間以内にネットワーク使用権を獲得することが保証

されており、しかもその待ち時間は確定論的に算出可能です。

したがって、ＦＡ分野のネットワーク構築に威力を発揮します。

１・２　特徴

l アークネットコントローラとして、ＳＭＣ社製 COM20020B を使用

l メディア・アクセス制御は改良型トークン・パッシング方式

l ネットワーク中のノード数やｱｸｾｽ要求が増加しても高ｽﾙｰﾌﾟｯﾄを維持

l ネットワークへのノードの追加、削除、ﾄｰｸﾝ紛出時の自動的に再構築

l ＩＳＡバスコンパチブル

１・３　仕様

l 語長

データ長：　８ビット

入出力アドレス：　１０ビット または１６ビット

　（ジャンパ接続で選択）

l データ転送ビット・レート：　２．５Ｍｂｐｓ

l 最大ノード数：　２５５ノード／１ネットワーク

l プロトコル：　ＡＲＣＮＥＴ（改良型トークン・パッシング方式）
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l トポロジー：　バス型、スター型（ただし、ＨＵＢが必要）

l パケット・データ・サイズ

ショート・パケット：　１～２５３バイト，８ページ

ロング・パケット：　２５７～５０８バイト，４ページ

l 最大延長距離：　６．４Ｋｍ／１ネットワーク（中継器使用時）

伝送媒体（ケーブル）：　ツイスト・ペア・ケーブル

または ９３Ω（７５Ω） の同軸ケーブル

l 信号コード形式：　ベースバンド・ダイパルス

l ソフトウェア・プログラマブル・ノードＩＤ

l 自己診断機能

l 使用可能割り込み：　IRQ5, IRQ7, IRQ10 , IRQ11,

IRQ12, IRQ15（ジャンパ接続で選択）

l バス規格：　ＩＳＡ ８ ビット

l バスクロック：　８ＭＨｚ

l 動作電源

ＤＣ／ＤＣコンバータ未使用時

＋５Ｖ  ±５％ ４００ｍＡ 最大

－５Ｖ  ±５％ ２７０ｍＡ 最大

ＤＣ／ＤＣコンバータ使用時

＋５Ｖ   ±５％ ８５０ｍＡ 最大

l 動作温度範囲：　０℃～６０℃（ただし、結露せぬこと）

l カード寸法

横寸法　　１５７．２ｍｍ

縦寸法　　１００．０ｍｍ

ＩＳＡバス　１スロットを占有

l ＩＳＡバスエッジ・コネクタ

６２ピン ＋３４ピン  両サイド ２．５４ｍｍピッチ

l 使用コネクタ

ツイスト・ペア線用コネクタ  ６極モジュラー(RJ-11)

同軸ケーブル用コネクタ      ＢＮＣ
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図１・１　表示ＬＥＤ

図１・２　ＡＳ－８３１０ ブロックダイヤグラム

J2

J1

ACTIVE

表示 LED

TxENABLE

表示 LED

注)．TxENABLE 表示 LED が点燈している時、

送信中です。ACTIVE 表示 LED が点燈

している時、本ボードがアクセスされ

ていることを示します。

ADDRESS

BUFFER

DATA

BUFFER

DIR

DECODER

CONTROL

BUFFER

IRQ

SELECT

ARCNET

CONTROLLER

COM20020

CONTROL

LOGIC

ARCNET

TRANSCEIVER

HYC9088S

ＢＮＣ

J2

Ｊ１：同軸ケーブル用

Ｊ２：ツイストペア線用

J1

ﾓｼﾞｭﾗｰ

ISA

ﾊﾞｽ

８

10/16
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第２章　セットアップ

この章では、ＡＳ－８３１０を使用する場合に必ず行わなければならな

い設定について説明します。

図２・１に設定しなければならないジャンパ・ポストの配置を示します。

図２・１　ジャンパ・ポストの位置

P1: A9-A4 アドレス設定          P4: -5V 供給

P2: A15-A12 アドレス設定  P5: 同軸仕様

P3: 割り込み設定          P6: 100Ω終端抵抗

２・１　ベース・アドレスの設定

ＡＳ－８３１０カードのベース・アドレスは、１０ビット・デコード・

モードにおいて、プロセッサ・ボードからの 10 ビットの入出力ポート・ア

ドレス（A0-A9）の内、上位６ビット（A4-A9)でアドレスが決定されます。

１６ビット・デコード・モードにおいて、プロセッサ・ボードからの１

６ビットの入出力ポート・アドレス（A0-A15）の内、上位１２ビットでアド

レスが決定されます。このカードでは表２・１に示すように下位４ビット、

16ポート分を占有します。

ＡＳ－８３１０のベース・アドレスの設定は、ジャンパ・ポストＰ１と

Ｐ２で行います。１０ビット・デコード・モードで使用する場合は、ジャン

PP3-5-5 P5

P6

P4

P1 P2

P3

AS-8310
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パ・ポストＰ２の５－６を無接続にします。１６ビット・デコード・モード

で使用する場合は、Ｐ２の５－６を接続します。

ジャンパ・ポストＰ１は、Ａ４からＡ９を選択するために使います。ジ

ャンパ・ポストＰ２（５、６ピンを除く）は、Ａ１２からＡ１５を選択する

ために使います。例えば、１０ビット・デコードで１Ｃ０ｈ番地をベース・

アドレスとするには、Ｐ１の１－１２，５－８，６－７をジャンパ接続しま

す。この時、Ｐ２の５－６は必ず無接続にしておきます。

１６ビット・デコードで７２Ｅ０ｈ番地をベース・アドレスとするには、

Ｐ１の２－１１，６－７をジャンパ接続し、Ｐ２の２－９，３－８，４－７，

５－６を接続します。

ベース・アドレスの出荷時の設定は、１６ビット・デコードで０２Ｅ０

ｈです。したがって、Ｐ１の２－１１，６－７をジャンパ接続し、Ｐ２の１

－１０，２－９，３－８，４－７，５－６を接続してあります。

表２・１　ＡＳ－８３１０のレジスタ・アドレス

アドレス レジスタの割り当て

バイナリ リード ライト

× 0000B ステータス・レジスタ 割り込みマスク・レジスタ

× 0001B 診断用レジスタ コマンド・レジスタ

× 0010B アドレスポインタ上位 アドレスポインタ上位

× 0011B アドレスポインタ下位 アドレスポインタ下位

× 0100B データ・レジスタ データ・レジスタ

× 0101B ＲＥＳＥＲＶＥＤ ＲＥＳＥＲＶＥＤ

× 0110B モード設定レジスタ モード設定レジスタ

ｘ 0111B TENT-ID / NODE ID / SET UP TENT-ID / NODE ID / SET UP

ｘ 1000B   予約   予約

ｘ 1001B   予約   予約

ｘ 1010B   予約   予約

ｘ 1011B   予約   予約

ｘ 1100B   予約   予約

ｘ 1101B   予約   予約

ｘ 1110B   予約   予約

ｘ 1111B   予約   予約

注．×はＡ４～Ａ９または、

Ａ４～Ａ１５（ただし、A10,A11 は０で固定です。）
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１ □　□ 12　Address bit９（接続するとこのビットが０で選択）

２ □　□ 11　Address bit８（　　　〃　　　）

３ □　□ 10　Address bit７（　　　〃　　　）

４ □　□ ９　Address bit６（　　　〃　　　）

５ □　□ ８　Address bit５（　　　〃　　　）

６ □　□ ７　Address bit４（　　　〃　　　）

図２・２　ジャンパ・ポストＰ１

１ □　□ 10　Address bit 15（接続するとこのビットが０で選択）

２ □　□ ９　Address bit 14（　　　〃　　　）

３ □　□ ８　Address bit 13（　　　〃　　　）

４ □　□ ７　Address bit 12（　　　〃　　　）

５ □　□ ６　Address bit 10～15（拡張Ｉ／Ｏアドレスの

有効(接続)／無効(無接続)）

注．Ａ10,Ａ11 は“０”で固定になっています。

図２・３ ジャンパ・ポストＰ２

２・２　割り込みの設定

割り込み信号は、ＩＳＡバスの割り込みレベルの内、５、７、10、11、

12、15 の何れかに対し発行することができます。割り込みレベルは、ジャ

ンパ・ポストＰ３で指定します。設定の方法は表２・２を参照して下さい。

割り込みを必要としない用途の場合、ジャンパ・ポストＰ３の割り込み設定

は全て無接続としておくことを推奨します。

割り込みレベルの出荷時の設定は、ＩＲＱ５になっています。

したがって、Ｐ３の１－１２をジャンパ接続してあります。
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表２・２　割り込みレベルの選択

割り込みレベル ジャンパ・ポストＰ３の設定

ＩＲＱ５ 　１と１２を接続、他は無接続   ＊

ＩＲＱ７ 　２と１１を接続、他は無接続

ＩＲＱ10 　３と１０を接続、他は無接続

ＩＲＱ11 　４と　９を接続、他は無接続

ＩＲＱ12 　５と　８を接続、他は無接続

ＩＲＱ15 　６と　８を接続、他は無接続

１ □　□ 12　･････････ＩＲＱ５

２ □　□ 11　･････････ＩＲＱ７

３ □　□ 10　･････････ＩＲＱ10

４ □　□ ９　･････････ＩＲＱ11

５ □　□ ８　･････････ＩＲＱ12

６ □　□ ７　･････････ＩＲＱ15

図２・４　ジャンパ・ポストＰ３のピン番号

２・３　－５Ｖの供給

アークネットのトランシーバ（HYC9088-SK）が使用する－５Ｖの負電源

を供給する必要があります。標準出荷では、ジャンパ・ポストＰ４の１－２

をラッピング・ワイヤで接続し、－５ＶをＩＳＡバスから貰うようになって

います。オプションとして、＋５Ｖから－５Ｖを発生させるためのＤＣ／Ｄ

Ｃコンバータ（ＰＰ３－５－５ ネミックラムダ社）が実装できるようにな

っています。このＤＣ／ＤＣコンバータからの－５Ｖをアークネットのトラ

ンシーバに供給するには、ジャンパ・ポストＰ４の２－３をラッピング・ワ

イヤで接続します。

注意として、ジャンパ・ポストＰ４に短絡ソケットを使用することは避

けてください。

　　　　　　　　表２・３　ジャンパ・ポストＰ４

ジャンパ・ポストＰ４ 内容

１        ２    ３  ＩＳＡバスから－５Ｖを供給       ＊

１    ２        ３  ＤＣ／ＤＣコンバータから－５Ｖ供給
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２・４　ノイズ除去用コンデンサの容量調整

同軸ケーブルを使用する場合には、ノイズ除去用のコンデンサの容量を

増やす必要があります。このコンデンサの容量を増やすには、ジャンパ・ポ

ストＰ５を接続することによりできます。

モジュラ・ツイストペア・ケーブルを使用する場合は、Ｐ５は無接続に

しておいてください。

出荷時の設定は、無接続になっています。

表２・４ ジャンパ・ポストＰ５

ジャンパ・ポストＰ５ 内容

      １        ２ モジュラ・ツイストペア・ケーブル使用時     ＊

      １        ２ 同軸ケーブル使用時

２・５　終端抵抗の実装

アークネットを動作させるには、両端のノードに終端抵抗を取り付ける

必要があります。

モジュラ・ツイストペア・ケーブルを使用した場合は、外部に終端抵抗

を取り付けることが困難ですから、このカード上に搭載しています。ジャン

パ・ポストＰ６を接続すると、１００Ωの終端抵抗が有効になります。

この終端抵抗を有効にするのは両端のノードのカードのみです。他のノード

で有効にしてしまうと、動作が不安定になったり、動作しなくなりますので、

注意してください。

同軸ケーブルを使用した場合はＴ型ＢＮＣコネクタを使い、外部に９３Ωの

終端抵抗を取り付けます。

　　　　　 表２・５　ジャンパ・ポストＰ６

ジャンパ・ポストＰ６ 内容

      １        ２  １００Ω終端抵抗は無効    ＊

      １        ２  １００Ω終端抵抗は有効
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２・６　出荷時の各ジャンパ・ポストの設定

出荷時の設定は、以下の通りです。

ジャンパ・ポストＰ１： ２－１１，６－７（ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ０２Ｅ０ｈ)

ジャンパ・ポストＰ２： １－１０，２－９，３－８，４－７，５－６

                      （１６ビット・デコード・モード）

ジャンパ・ポストＰ３： １－１２（割り込みレベルＩＲＱ５）

ジャンパ・ポストＰ４： １－２（ＩＳＡバスから－５Ｖ供給）

ジャンパ・ポストＰ５： 無接続（ﾓｼﾞｭﾗ･ﾂｲｽﾄﾍﾟｱ･ｹｰﾌﾞﾙ使用）

ジャンパ・ポストＰ６： 無接続（終端抵抗なし）

注１．ジャンパ・ポストＰ４の接続は、ﾜｲﾔ･ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞで接続されています。

注２．Ｕ９のＤＣ／ＤＣコンバータ（PP3-5-5)は未実装です。
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第３章　ケーブル配線

この章では、ネットワークを構築する際に必要なケーブル配線について

説明します。

３・１　モジュラ・ツイストペア・ケーブル

アークネットに使用するツイストペア・ケーブルは、特性インピーダン

スが１００Ωのものを推奨します。たとえば、高速通信伝送用Ｆ－ＤＴＩケ

ーブル（沖電線株式会社製）の０．４ｍｍ １対のケーブルです。

ツイストペア・ケーブルの両端には、ＲＪ－１１（４／６）のモジュラ・

コネクタが付けられたものを使用します。ケーブルの配線は、ＲＪ－１１モ

ジュラ・コネクタの３番ピン同士、４番ピン同士を接続します。

表３・１ モジュラ・コネクタ Ｊ２のピン配列

  ピン番号   信号名

     １   無接続

     ２   ＯＵＴＰＵＴ－ＣＮＴＲ（注１）

     ３   ＯＵＴＰＵＴ－ＳＨＬＤ

     ４   ＯＵＴＰＵＴ－ＣＮＴＲ

     ５   ＯＵＴＰＵＴ－ＳＨＬＤ（注１）

     ６      無接続

注１．２番ピン、５番ピンは、通常使用しません。

注２．Ｊ２で使用しているＲＪ－１１モジュラ・コネクタは、６極ピン内の

４極が実際に存在しているものを使用しています。したがって、１

番ピンと６番ピンはありません。

   RJ11  ３          ３   RJ11

         ４          ４

　　図３・２　モジュラ・ツイスト・ケーブルの配線

図３・１Ｊ２のピン番号

２３４５

１ ６
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３・２　ツイストペア用Ｔ型コネクタ

ネットワークの各ノード間のモジュラ・ツイストペア・ケーブルを接続

するために、電話用のＹ分岐のモジュラ・アダプタを使用します。

　 AS-8310

図３・３　ツイストペア用Ｔ型コネクタによる接続

３・３　ツイストペア・ケーブル用ターミネータ

ネットワークの両端には、終端抵抗（ターミネータ）が必要です。１０

０Ωツイストペア・ケーブルを使用しますから、１００Ωのターミネータを

使用することになります。このターミネータは、AS-8310 の基板上に実装さ

れていますから、ネットワークの両端の AS-8310 のジャンパ・ポストＰ６を

接続すればよいです。

また、ネットワークの構成が頻繁に変える必要がある場合には、モジュ

ラ・コネクタに抵抗を付けたもの用意し、ツイストペア用Ｔ型コネクタの片

側に取り付けるようにします。

AS-8310

図３・４　ツイストペア用ターミネータの取り付け

３・４　同軸ケーブル

アークネットに使用する同軸ケーブルは、特性インピーダンスが９３Ω

のものを推奨します。たとえば、ＲＧ－６２ケーブル等です。また、特性イ

ンピーダンスが７５Ωの同軸ケーブルも使用可能です。ただし、９３Ωの同

軸ケーブルと７５Ωの同軸ケーブルが一つのネットワークに混在しないよ
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うにしてください。

同軸ケーブルの両端にＢＮＣコネクタが取り付けられたものを使用しま

す。

　　　表３・２　ＢＮＣコネクタ Ｊ１

ピン番号     信号名

    １    ＯＵＴＰＵＴ－ＳＨＬＤ

    ２    ＯＵＴＰＵＴ－ＣＮＴＲ

３・５　同軸用Ｔ型コネクタ

ネットワークの各ノード間の同軸ケーブルを接続するために、ＢＮＣの

Ｔ型コネクタを使用します。(付録Ａ参照）

                                   AS-8310

図３・６　同軸用Ｔ型コネクタによる接続

３・６　同軸用ターミネータ

ネットワークの両端には、終端抵抗（ターミネータ、付録Ａ参照）が必

要です。９３Ω同軸ケーブルを使用しますから、９３Ωの同軸用ターミネー

タを使用することになります。この同軸用ターミネータは、ネットワークの

両端のノードの同軸用Ｔ型コネクタの片側の取り付けます。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　AS-8310

図３・７　同軸用ターミネータの接続

１

２

図３・５　Ｊ１のピン番号
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３・７　配線ケーブル長

アークネットのネットワークを構成する場合、当然ながら、無限に距離

を伸ばすことはできません。また、ノード数によっても、使用できる距離が

変わります。ツイスト・ケーブルを使用した場合の距離とノード数の関係を

表３・３に示します。同軸ケーブルを使用した場合の距離とノード数の関係

を表３・４に示します。

　　表３・３　ノード数とツイスト・ケーブル延長距離の関係

ノード数 最大延長距離（ｍ） ノード数 最大延長距離（ｍ）

    ２    ２１４   １０     １２３

    ３    ２０２   １１     １１２

    ４    １９１   １２     １０１

    ５    １８０   １３      ８９

    ６    １６８   １４      ７８

    ７    １５７   １５      ６７

    ８    １４６   １６      ５５

    ９    １３５   １７      ４４

注１．ツイスト・ケーブルの伝搬損失を２．８０ｄＢ／１００ｍとした時の

概略値です。

注２．中継器（ＨＵＢ）を使用しない時のケーブル延長距離です。

　　　　　表３・４　ノード数と同軸ケーブル延長距離

ノード数 最大延長距離（ｍ） ノード数 最大延長距離（ｍ）

    ２    ４１３   １０     ２３８

    ３    ３９１   １１     ２１６

    ４    ３６９   １２     １９４

    ５    ３４７   １３     １７３

    ６    ３２５   １４     １５１

    ７    ３０４   １５     １２９

    ８    ２８２   １６     １０７

    ９    ２６０   １７      ８５

注１．同軸ケーブルの伝搬損失は、１．９７ｄＢ／１００ｍとした時の概略

値です。

注２．中継器（ＨＵＢ）を使用しない時のケーブル延長距離です。
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注３．この距離は、０ｍとみてください。

図３・８　ケーブル延長距離

３・８　中継器（ＨＵＢ）の使用

アークネット用の中継器（ＨＵＢ）を使用することにより、３・７項で

示したケーブル延長距離よりも延ばすことができます。

使用可能な中継器のリストを付録Ｂに示します。

Ｎｏｄｅ １ Ｎｏｄｅ ２ Ｎｏｄｅ Ｎ

ケーブル延長距離

注３
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付録Ａ　ＡＲＣＮＥＴ用アクセサリ製品例

l ツイストペア・ケーブル

高速通信転送用Ｆ－ＤＴＩケーブル 0.4mm １対（沖電線株式会社）

l モジュラ・コネクタ付きツイストケーブル

ＡＲＣ－Ｃａｂ ／１００Ｔ

（インピーダンス １００Ω、東洋マイクロシステムズ株式会社）

l ツイストペア用Ｔ型コネクタ

ＡＲＣ－Ｃｏｎ ／Ｔ （東洋マイクロシステムズ株式会社）

電話用 ダブル・モジュラー・ジャック（ソニー、松下電器等）

l ツイストペア用ターミネータ（１００Ω）

ＡＲＣ－Ｔｅｒｍ ／１００Ｔ（東洋マイクロシステムズ株式会社）

l ＢＮＣ付同軸ケーブル

ＡＲＣ－Ｃａｂ ／９３Ｃ

（インピーダンス ９３Ω、東洋マイクロシステムズ株式会社）

ＩＢＭ３２７０用ＲＧ－６２（９３Ω）ＢＮＣ付きケーブル

（アイ・ビー・エス・ジャパン株式会社）

l 同軸用Ｔ型コネクタ

ＡＲＣ－Ｃｏｎ ／Ｃ （東洋マイクロシステムズ株式会社）

ＮＢ１１５（アイ・ビー・エス・ジャパン株式会社）

ＦＣ１１５（ブラック・ボックス・ジャパン株式会社）

ＢＮＣ－ＴＡ－ＪＰＪ（第一電子工業株式会社、ＤＤＫ）

l 同軸用ターミネータ（９３Ω）

ＡＲＣ－Ｔｅｒｍ ／９３Ｃ（東洋マイクロシステムズ株式会社）

ＮＢ１６０－９３（アイ・ビー・エス・ジャパン株式会社）

ＦＣ２４０（ブラック・ボックス・ジャパン株式会社）

問い合わせ先

アイ・ビー・エス・ジャパン株式会社 （TEL 0462-34-8941)

ブラック・ボックス・ジャパン株式会社(TEL 03-3820-5011)
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付録Ｂ　ＡＲＣＮＥＴ用中継器例

l ８ポート・アクティブＨＵＢ

ＡＲＣ－ＨＵＢ８／Ｍ （モジュラ ＲＪ１１タイプ）

ＡＲＣ－ＨＵＢ８／Ｃ （ＢＮＣコネクタ・タイプ）

（東洋マイクロシステムズ株式会社）

ＡＲＣ８００ＳＴ（ＢＮＣコネクタ・タイプ）

ＡＲＣ８００ＴＰ（モジュラ ＲＪ１１タイプ）

（ADDTRON TECHNOLOGY CO., LTD ,TEL 03-5709-1001)

付録Ｃ　接続可能な他機種カード例

l ＣＭＯＳ ＬＡＮ－Ａ （ＳＴＤバス）  山下システムズ株式会社

l ＡＲＣ－９８（ＰＣ－９８バス）  東洋マイクロシステムズ（株）

l ＡＲＣ－ＶＭＥ（ＶＭＥバス）

l ＡＲＣ－１０４（ＰＣ／１０４バス）
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付録Ｄ　入手可能なソフトウェア

１．“ＡＲＣ－ＯＤＩ”

ＡＲＣＮＥＴ ＯＤＩドライバ

ＮｅｔＷａｒｅ３８６ ｖ３．１１Ｊ サーバ・ドライバ

ＮｅｔＷａｒｅ ワークステーション ＯＤＩドライバ

ＮｅｔＷａｒｅ Ｌｉｔｅ ｖ１．１Ｊ ドライバ

２．“ＣｏｎｔｒｏＬｉｎｋ”

ＯＳＩの基本理念を維持しつつ、幅広いアプリケーションをサポートす

る汎用的なデータリンク層のドライバです。

３．“ＡＲＣ－ＷＩＮ”

データの送信、受信、ネットワークへの接続、ネットワークからの切断、

初期設定のほか、５種類のサブルーチン・モジュールから構成されています。

Ｗｉｎｄｏｗｓ上でパケットの送信・受信プログラムが動作します。

４．“ＡＲＣ－ＳＣＯＰＥ”

既存のＡＲＣＮＥＴプロトコルをパソコンで簡単にモニタするためのソ

フトウェアです。

１から４項のソフトウェアの問い合わせ先

東洋マイクロシステムズ株式会社  コンポーネント部

ＴＥＬ （０３）５７２１ー２２７１

５．Ｎｅｔ．ａｒｃ２０ ドライバ （ＱＮＸ ｓｏｆｔｗａｒｅ社）

リアルタイムＯＳ ＱＮＸ ｖ４．２対応

５項のソフトウェアの問い合わせ先

極東貿易株式会社  ＳＤＩ部プロセスソフト・システム課

ＴＥＬ （０３）５７０２－３１４７
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付録Ｅ　付属ディスケットについて

添付ディスケットには、以下のファイルが入っています。ただし、付属

ディスケットの内容の充実を図るために内容が追加されることがあります

から、必ず付属ディスケットの“ＲＥＡＤＭＥ．ＡＲＣ”を読んでください。

Ａ：￥ＲＥＡＤＭＥ．ＡＲＣ   このディスケットの内容

Ａ：￥ＰＫＴ￥

ａｓ８３１０．ｃｏｍ   AS-8310 パケット・ドライバ

ａｓ８３１０．ｂａｔ   AS-8310 パケット・ドライバ作成

ｈｅａｄ．ａｓｍ       パケット・ドライバの先頭部分

ａｓ８３１０．ａｓｍ   AS-8310 カードの依存部分

ｔａｉｌ．ａｓｍ       パケット・ドライバの後尾部分

パケット・ドライバ内で使用するインクルード・ファイル

ｃｈｒｏｕｔ．ａｓｍ ｄｅｃｏｕｔ．ａｓｍ

ｄｅｆｓ．ａｓｍ ｄｉｇｏｕｔ．ａｓｍ

ｇｅｔｄｉｇ．ａｓｍ ｇｅｔｎｕｍ．ａｓｍ

ｍｅｍｔｅｓｔ．ａｓｍ　 ｍｏｖｅｍｅｍ．ａｓｍ

ｐｒｉｎｔｅａ．ａｓｍ　 ｐｒｉｎｔｎｕｍ．ａｓｍ

ｓｋｉｐｂｌｋ．ａｓｍ　 ｔｉｍｅｏｕｔ．ａｓｍ

ｖｅｒｉｆｙｐｉ．ａｓｍ

Ａ：￥ＵＴＩＬ

ＰＫＴＤＲＶＲ．Ｃ     ﾊﾟｹｯﾄ･ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

ＰＫＴＤＲＶＲ．Ｈ     ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘの定義

ＳＥＥＰＫＴ．Ｃ       PKTDRVR.C を使用したサンプル１（受信）

ＳＮＤＰＫＴ．Ｃ       PKTDRVR.C を使用したサンプル２（送信）

Ａ：￥ＥＸＡＭＰＬＥ

ＡＳ－８３１０．Ｈ     ＡＳ－８３１０の定義

ＦＩＬＥ＿ＴＸ．Ｃ     ファイル送信プログラム

ＦＩＬＥ＿ＲＸ．Ｃ     ファイル受信プログラム

ＬＡＮ－Ａ．Ｈ         CMOS LAN-A（ＳＴＤバス）の定義

ＳＴＤ＿ＴＸ．Ｃ       ファイル送信プログラム

ＳＴＤ＿ＲＸ．Ｃ       ファイル受信プログラム
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付録Ｆ　ＡＳ８３１０．ＣＯＭ パケット・ドライバ

ＡＳ８３１０．ＣＯＭパケット・ドライバについて説明します。

1.パラメータの指定方法

AS8310 [-d] [-w] <packet_int_no> <my_id> <irq> <io_addr> [-b] [-h]

[-d] = ハードウェアの初期化をしない。（デフォルト 初期化する）

[-w] = Windows option (デフォルト Windows なし）

<packet_int_no> = 自パケット・ドライバの割り込み番号（必ず指定）

（０ｘ６０から０ｘ７Ｆまでの値）

<my_id>   = アークネット 自ノード番号（必ず指定）

（１から２５５までの値）

<irq>     = AS-8310 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 割り込みレベル（デフォルト IRQ 5)

（５(IRQ5),７(IRQ7),１０(IRQ10),１１(IRQ11),

１２(IRQ12),１５(IRQ15)のいずれかの値）

<io_addr> = AS-8310 ベースアドレス（デフォルト 0x2e0)

[-b]      = ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾝ･ﾓｰﾄﾞ（デフォルト ノーマル・モード）

[-h]      = クロック ４０ＭHz 使用（デフォルト ２０ＭHz)

2.パラメータの設定例

C:¥>AS8310 0x70 2 10 0x1c0 <Return>

ﾊﾟｹｯﾄ･ﾄﾞﾗｲﾊﾞの割り込み番号     ０ｘ７０

アークネット 自ノード番号        ２

AS-8310 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ割り込みレベル  ＩＲＱ１０

AS-8310 ベースアドレス         ０ｘ１Ｃ０

3.パケット・ドライバの使い方

パケット・ドライバＡＳ８３１０．ＣＯＭの使い方については、サンプ

ル・プログラムＳＥＥＰＫＴ．Ｃ，ＳＥＮＤＰＫＴ．Ｃを参照してください。


